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研究要旨 

【背景】痛みの定量的な評価方法に、痛みを生じうる刺激を与え、痛みが生じた際の刺激

の強さを評価する定量的感覚検査(Quantitative Sensory Testing: QST)がある。線維筋

痛症患者において、痛みの主観的評価と QST による評価との関係を検討した報告は限ら

れており、不明な部分が少なくない。今回、線維筋痛症患者を対象に自記式質問紙を用い

た主観的な痛み関連指標と QST による疼痛閾値の関係について探索的に検討を行った。 

【方法】対象は線維筋痛症患者 84 名。自記式質問紙により痛み強度、痛みによる生活障

害、中枢性感作関連症状を評価した。QST として intercross-220 (インタークロス社)を

用いて、手掌での冷痛覚閾値を評価した。自記式質問紙の各スコアと冷痛覚閾値の相関関

係を検討した。 

【結果】QST による痛覚閾値の低さは、主観的な痛み強度とは関連を認めなかったが、

中枢性感作症状の多さ、痛みによる生活障害の大きさと有意な関連を認めた。 

【考察】QST による疼痛閾値は、痛み刺激に対する反応を評価するため、主観的な痛み

強度よりも中枢性感作の程度をより強く反映する可能性がある。 

 

 

Ａ．研究目的 

線維筋痛症は広範囲に痛みを生じる難治性の疾

患で、その有病率は2%程度と報告されている。線維

筋痛症の痛みには心理社会的要因とともに、痛覚に

関する末梢神経、中枢神経レベルでの機能異常の関

与があるとされている。痛みの定量的な評価方法に、

痛みを生じうる刺激を与え、痛みが生じた際の刺激

の強さを評価する定量的感覚検査(Quantitative 

Sensory Testing: QST)がある。線維筋痛症患者に

おいて痛みの主観的評価とQSTによる評価を比較

した報告は限られており、不明な部分が少なくない。

今回、線維筋痛症患者を対象に、自記式質問紙を用

いた主観的な痛み関連指標とQSTを用いた定量的

な疼痛閾値と関係について探索的に検討を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

2022 年 9 月から 2023 年 7 月の間に痛みを主訴

に当科外来を受診した患者でかつ ACR2010 の線

維筋痛症の予備的診断基準を満たした患者 84 名

（女性：86%，平均年齢：46.4±12.5 歳）を対象と

した。自記式質問紙にて痛み強度を Visual 

Analogue Scale (VAS)、簡易疼痛調査用紙 (BPI-

intensity) 、 中 枢 性 感 作 症 状 を Central 

Sensitization Inventory (CSI)、痛みによる生活障

害を BPI-interference で測定した。QST による疼

痛閾値測定のために intercross-220 (インタークロ

ス社)を用いて、手掌での冷痛覚閾値を評価した。

自記式質問紙による主観的痛み関連指標の各スコ

アと冷痛覚閾値との相関につき検討した。 

（倫理面への配慮） 

本研究は九州大学医系地区部局臨床研究倫理委

員会の承認を得て実施した。参加者には文書で説

明・同意を得た。 

 

Ｃ．研究結果 

QSTにおける冷痛覚域値（平均19.7±8.1℃）は、主

観的痛み強度とは有意な相関を認めなかった 

(VAS: r = 0.21, p = 0.15, BPI-intensity: r = 0.18,  

p = 0.12) が、中枢性感作症状と痛みによる生活障

害とは有意な正の相関を認めた (CSI: r = 0.36, p < 

0.001, BPI-pain interference: r = 0.23, p < 0.05) 。 

 

Ｄ．考察 

本研究では主観的な中枢性感作関連症状の多さ

は、定量的な痛覚閾値の低さと有意な関連が見ら

れた。中枢性感作は痛み刺激への感受性に関連す

るとされるが、線維筋痛症群において，定量的痛覚

閾値は中枢性感作の程度を反映する指標となりう

ることが示唆された。一方で、自覚的な痛み強度と

定量的な疼痛閾値との間には有意な関連を認めな

かった。この結果は先行研究と同様であり、痛みの

自覚的強度は必ずしも痛み刺激への感受性を反映

していないことが示唆された。自覚的な痛みによ

る生活障害の大きさと定量的な疼痛閾値の低さと

の間にも有意な関連が見られた。疼痛閾値の低さ

がより高度な中枢性感作を反映し、そのことが生

活障害の大きさに関連している可能性も考えられ

た。 



21 

 

Ｅ．結論 

QST による疼痛閾値は、痛み刺激に対する反応

を評価するため、主観的な痛み強度よりも中枢性

感作の程度をより強く反映する可能性がある。 
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